
須恵町シニアクラブ連合会　令和５年９月発行

表紙写真について主な内容

● 若杉クラブ行事紹介
（春期一斉奉仕作業）   ２
（県老連単位クラブ新任会長研修会）   ２
（須恵町６月町議会を傍聴して）   ３
（郡シ連グラウンドゴルフ大会）   ３～４
（須恵町高齢者支援事業研修会）   ４～５
（第２回高齢者学級）   ５
（県老連相互支援リーダー研修会）   ６

● 地区クラブ紹介（城山福寿会）   ６～７
● クラブ活動紹介（花卉園芸部）   ７～８
● 会員のひろば（乙植木楽しみ会）   ８～１０

（新原シニアクラブ）（城山福寿会）
● 医療施設等紹介（須恵中央眼科）   １０～１１
● 会員訃報・編集後記   １１
● 九十路に生きる（佐谷建正会）   １２
● スナップでみる活動   １２

頁

鳥　名：アオゲラ
撮影地：大分県由布市
　九州には 3 種類のキツツキ類が棲んでい

ますが、須恵町には 2 種類、コゲラとこ

の鳥がいます。キョキョと鳴いたりピョー

ピョーと口笛のような鳴き声を出します。

皿山公園ではヒノキやウメの木にとまって

いたり、冬にはハゼの実を食べたりしてい

ますが、警戒心が強いので普段はなかなか

見かけることは少ないです。

　写真は九重連山の黒岳原生林内で撮った

ものです。高山の秋は早く、少し紅葉しか

けた木々をバックに撮影したものです。

（写真・文：上杉和稔）
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須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
以

下
若
杉
ク
ラ
ブ
）
は
、
行
政
・
関
係
団

体
の
協
力
の
も
と
「
の
ば
そ
う
！
健
康

寿
命
、
担
お
う
地
域
づ
く
り
を
！
」
合

言
葉
に
年
間
を
通
し
て
事
業
を
展
開
し

「
と
も
に
楽
し
み
、
支
え
合
い
、
喜
び

を
分
か
ち
合
う
仲
間
が
い
る
場
所
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
前
号
以
降
の
事

業
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
若
杉
ク
ラ
ブ
事
務
局
長

藤　

英
寿

　

若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
、
老
人
週
間
を
契

機
に
地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
高
齢

者
の
活
力
を
示
す
た
め
春
と
秋
に
一
斉

奉
仕
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

春
期
一
斉
奉
仕
作
業
は
6
月
3
日

（
土
）
、
午
前
8
時
か
ら
単
位
ク
ラ
ブ

が
地
域
の
美
化
活
動
並
び
に
環
境
活
動

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
参
加
人
数
は
280
名
、

参
加
者
は
、
行
政
区
の
美
化
作
業
に
参

加
し
た
り
、
別
の
日
に
行
う
な
ど
実
施

方
法
は
様
々
で
す
が
「
担
お
う
地
域
づ

く
り
」
の
一
端
を
地
域
の
皆
様
に
見
て

頂
い
た
と
思
い
ま
す
。
行
政
か
ら
は
、

ゴ
ミ
収
集
袋
の
支
給
と
収
集
し
た
ゴ
ミ

袋
の
回
収
の
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

南
米
里
山
王
ク
ラ
ブ
会
長

長
澤　

忠
賢

　

6
月
6
日
（
火
）
、
会
場
の
春
日
市

ク
ロ
ー
バ
プ
ラ
ザ
に
開
会
の
20
分
前
に

到
着
。
受
付
で
、
事
務
局
の
名
簿
誤
記

入
で
私
の
名
前
が
な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
開
会

に
間
に
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
122
名

で
し
た
。
午
前
中
は
、
福
岡
県
庁
地
域

包
括
ケ
ア
推
進
課
安
部
主
任
主
事
よ
り

春
期
一
斉
奉
仕
作
業

「
高
齢
者
の
福
祉
」
の
施
策
等
の
説
明

を
聴
講
。
休
憩
を
は
さ
み
福
岡
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
飯
田
事
務
局
長
よ
り

「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
等
」
の

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
3
人
の
会
長
の

事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

〇
事
例
発
表
の
概
要

・
事
例
発
表
1

［
筑
紫
野
市
ち
く
し
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

筑
寿
会
会
員　

47
名
］

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
コ
ミ
ュ
ニ

　

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
」

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
始
め
よ
う
と
思
っ

た
の
は
、
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
た
め

と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
触
る
機
会

を
増
や
し
ボ
ケ
防
止
が
目
的
。
90
％
位

の
会
員
が
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
使
用

し
て
い
る
の
で
情
報
を
早
く
伝
え
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

・
事
例
発
表
2

［
大
野
城
市
瓦
田
単
位
ク
ラ
ブ　

　

会
員
90
名
］

「
瓦
田
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
」　

　

活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
健
全

で
豊
か
な
会
員
の
生
活
向
上
に
努
め
、

地
域
の
絆
を
深
め
、
互
い
に
支
え
あ
い

な
が
ら
、
地
域
へ
積
極
的
に
貢
献
す

べ
く
活
動
し
て
い
る
。

・
事
例
発
表
3

［
新
宮
町
上
府
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

会
員
72
名
］

「
上
府
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
」

　

役
員
8
人
が
一
致
団
結
し
て
楽
し
く

す
る
こ
と
が
会
員
さ
ん
に
伝
わ
り
、
会

員
増
に
繋
げ
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

〇
研
修
会
を
終
え
て

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
増
強
事
例
発
表

や
講
演
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
資
料
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
会
員
増
強
や
こ
れ

か
ら
の
活
動
の
参
考
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
単
位
ク
ラ
ブ
新
任

会
長
研
修
会
に
参
加
し
て

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

若
杉
ク
ラ
ブ
諸
行
事
紹
介

熱心に講演を聞く参加者

（県老連事務局提供）
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山
の
神
親
和
会
女
性
部
長岡

本
政
子

　

若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部
で
は
、
年
間
を

通
し
て
3
回
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
1
回
目
の
研
修
会
は
、
6

月
12
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
須
恵
町

6
月
議
会
の
一
般
質
問
傍
聴
で
す
。
こ

の
日
の
若
杉
ク
ラ
ブ
傍
聴
者
は
、
女
性

部
9
名
、
本
部
役
員
7
名
の
16
名
で
傍

聴
席
は
満
席
に
近
い
状
況
で
し
た
。

　

今
回
一
般
質
問
は
、
今
年
4
月
23
日

（
日
）
に
行
わ
れ
た
町
会
議
員
選
挙
直

後
で
、
議
員
の
方
々
も
広
い
視
野
で
頑

張
っ
て
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た

　

そ
の
中
で
私
が
関
心
を
持
っ
た
の
は

今
村
桂
子
議
員
の
投
票
率
ア
ッ
プ
の
た

め
の
「
高
校
生
議
会
の
取
り
組
み
」
で

す
。
今
村
議
員
の
質
問
に
対
し
て
平
松

町
長
が
「
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
回
答
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
興
味
を

お
ぼ
え
ま
し
た
。
高
校
生
が
ど
ん
な
質

問
を
す
る
の
か
、
ど
ん
な
疑
問
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
想
像
し
た
だ
け
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
実
現
す
る
と
い
い
で
す

ね
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
傍
聴
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
松
町
長
が
、
一
般
質
問
は

「
議
員
に
よ
る
須
恵
町
の
政
策
・
制
度

に
つ
い
て
の
争
点
提
起
の
場
で
あ
る
」

と
熱
っ
ぽ
く
話
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は

共
感
を
持
ち
ま
し
た
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
般
質
問
の

場
が
須
恵
町
の
政
策
・
制
度
に
つ
い
て

争
点
提
起
に
な
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

若
杉
ク
ラ
ブ
副
会
長

川
上　

正
俊

　

6
月
13
日
（
火
）
、
さ
わ
や
か
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
て
、
糟

屋
郡
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
令
和
5

年
度
第
26
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

（
以
下
Ｇ
Ｇ
大
会
）
が
粕
屋
町
中
央
ス

ポ
ー
ツ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

糟
屋
郡
内
7
町
老
連
よ
り
選
手
105
名

が
集
い
ま
し
た
。

　

若
杉
ク
ラ
ブ
は
、
5
月
22
日
（
月
）

の
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
選
手
15
名
と

執
行
部
及
び
健
康
推
進
部
会
他
の
選
手

団
が
参
加
、
全
員
で
頑
張
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
は
9
時
に
始
ま
り
、
郡
シ
連

会
長
挨
拶
、
前
年
度
優
勝
杯
返
還
、
競

技
上
の
注
意
。
い
よ
い
よ
、
3
コ
ー
ス
、

24
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
に
よ
る
競
技
開

始
で
す
。
競
技
で
は
個
人
戦
、
団
体
戦

の
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
若
杉
ク
ラ
ブ
が
団
体
の
部
で

念
願
の
準
優
勝
を
獲
得
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
個
人
戦
の
入
賞
（
10
位
ま

で
）
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中

で
団
体
戦
の
準
優
勝
を
獲
得
し
た
の
は

選
手
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
が
相
当
上
が
っ

た
こ
と
が
勝
因
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
団
体
戦
（
上
か
ら
順
位
、
町
名
、
総

　
　
　
　
　

打
数
）

優
　

勝
　

志
免
町　

９
４
４
打

準

優

勝
　

須
恵
町　

９
５
７
打

三
　

位
　

篠
栗
町　

９
６
０
打

四
　

位
　

新
宮
町　

９
６
４
打

（
次
頁
に
続
く
）

６
月
町
議
会
を
傍
聴
し
て

令
和
５
年
度
郡
シ
連

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

熱心に傍聴する若杉クラブ参加者

（須恵町議会事務局提供）

持てる力を発揮して頑張った

若杉クラブ選手の皆さん
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五
　

位
　

宇
美
町　

９
７
１
打

六
　

位
　

久
山
町　

１
０
１
０
打

七
　

位
　

粕
屋
町　

失
格

■
個
人
戦

　

参
考
に
若
杉
ク
ラ
ブ
選
手
の
五
十
位

以
内
の
順
位
を
掲
載
し
ま
す
。

十

七

位　
　

藤
木　

正
利　

 　

59

十

八

位　
　

村
山　

好
江 　
　

59

二
十
三
位　
　

梅
月　

昭
太
郎 　

60

二
十
六
位　
　

勝
田　

和
昭 　
　

61

三
十
一
位　
　

堀
内　

節
生 　
　

62

三
十
二
位　
　

合
屋　

吉
広 　
　

62

三
十
六
位　
　

槇　
　

紘
之 　
　

63

　

ち
な
み
に
個
人
戦
ベ
ス
ト
3
は
次
の

方
々
で
す
。
数
字
は
総
打
数
で
す
。

優
　

勝 

新
宮
町 

田
中 

睦
教　

51

準

優

賞 

粕
屋
町 

黒
木 

鹿
雄　

55

三
　

位 

志
免
町 

坂
井 

富
輝　

56

若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

辻　

桂
子

　

若
杉
ク
ラ
ブ
で
は
、
令
和
5
年
度
新

規
事
業
と
し
て
、
女
性
部
を
中
心
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
高
齢
者
相
互
支
援

活
動
員
に
対
し
て
「
須
恵
町
福
祉
課
及

び
須
恵
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
（
以
下
支
援
事
業
）
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
こ
と
を
支
援
対
象
者
に
伝
え
る
力

を
持
つ
研
修
」
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
の
一
つ
と
し
て
、
若
杉
ク
ラ

ブ
女
性
部
が
執
行
部
、
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
、
単
位
ク
ラ
ブ
女
性
部
長
を
対
象
と

し
た
研
修
会
を
、
6
月
22
日
（
木
）
、

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
3
階
大
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
女
性
部
だ
け
の
研
修
会
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
者
支
援

活
動
の
更
な
る
充
実
・
発
展
を
進
め
る

た
め
に
は
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
の
協
力
も

欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
受
講
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
役
場
福
祉
課
か
ら
稲
永
主

任
主
事
、
大
橋
主
任
主
事
、
藤
主
事
、

須
恵
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

山
内
主
任
係
長
、
斎
藤
社
会
福
祉
士
が

務
め
ら
れ
、
皆
さ
ん
は
10
時
か
ら
約
90

分
か
け
て
、
説
明
及
び
質
疑
応
答
を
熱

心
に
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様

で
、
出
席
者
は
支
援
事
業
の
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
単
位
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

支
援
活
動
員
や
会
員
の
皆
さ
ん
に
支
援

事
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
た
め
の
啓
発

講
座
を
開
催
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

以
下
は
研
修
会
で
学
ん
だ
支
援
事
業

の
項
目
で
す
。

〇
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
業
務
に
つ
い
て

・
介
護
予
防
事
業

・
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

・
認
知
症
高
齢
者
等
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

須
恵
町
高
齢
者
支
援
事
業

研
修
会
を
開
催

（
次
頁
に
続
く
）

単位クラブ会長と女性部長が並んで熱心に

説明を聞きました。
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・
寝
た
き
り
高
齢
者
介
護
手
当

・
高
齢
者
等
住
宅
改
造
費
助
成

〇
須
恵
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
福
祉
業

務
に
つ
い
て

・
総
合
相
談
・
支
援

・
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

・
認
知
症
予
防
等
に
つ
い
て

教
養
部
会
長　

中
嶋　

三
記
夫

　

7
月
20
日
（
木
）
、
午
前
10
時
か
ら

ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
お
い
て
、

188
人
の
会
員
他
が
参
加
し
て
若
杉
ク
ラ

ブ
「
第
2
回
高
齢
者
学
級
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
と
し
て
粕
屋
警
察
署
生

活
安
全
課
の
牧
真
由
美
防
犯
係
長
を
お

招
き
し
、
演
題
の
「
ニ
セ
電
話
詐
欺

根
絶
に
向
け
て
」
を
約
90
分
に
わ
た
り

お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ニ
セ
電
話

詐
欺
の
犯
人
は
高
齢
者
を
狙
っ
て
い
る

と
い
内
容
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

（
福
岡
県
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
発
生
状
況
）

　

令
和
5
年
6
月
末
現
在
の
被
害
額
は

約
5
億
4
千
万
円
（
前
年
同
期
比
＋

1
億
5
千
万
円
）
、
認
知
件
数
は
291
件

（
前
年
同
期
比
+
147
件
）
。
ニ
セ
電
話

詐
欺
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
3
つ
の
ポ
イ

ン
ト
）

　

犯
人
は
警
察
官
、
自
治
体
職
員
、
百

貨
店
職
員
、
金
融
機
関
職
員
、
弁
護
士

な
ど
、
色
々
な
者
に
な
り
す
ま
し
、
あ

な
た
の
大
切
な
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
1

　

電
話
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
介

護
保
険
料
、
解
決
金
、
保
証
金
の

話
が
出
た
ら
要
注
意
！

●
ポ
イ
ン
ト
2

　

電
話
で
お
金
の
話
が
出
た
ら
、
一
人

で
判
断
せ
ず
、
家
族
・
警
察
・
自

治
体
な
ど
に
ま
ず
相
談
を
！

●
ポ
イ
ン
ト
3

　

ニ
セ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
に
は
「
ま
っ

太
フ
ォ
ン
（
防
犯
機
能
付
き
電
話

機
器
）
」
と
留
守
番
電
話
の
設
定

（
犯
人
は
自
分
の
声
を
録
音
さ
れ

る
の
を
嫌
う
）
は
有
効
！

（
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
音
声
で
以
下
の
詐

欺
の
見
分
け
方
を
学
び
ま
し
た
）

〇
還
付
金
詐
欺
の
見
分
け
方

　

公
的
な
機
関
を
装
っ
て
電
話
や
通
知

を
し
て
く
る
。
非
通
知
で
電
話
し
て
く

る
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
誘
導
し
て

く
る
。
職
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
る
と
い
う
。

〇
架
空
料
金
請
求
詐
欺
の
見
分
け
方

　

以
下
の
メ
ー
ル
等
が
送
ら
れ
た
き
た

場
合
は
架
空
請
求
詐
欺
で
す
。
絶
対
に

返
信
・
連
絡
は
し
な
い
こ
と
。

　

全
く
身
に
覚
え
が
な
い
。
宛
名
が
な

い
。
携
帯
電
話
か
ら
通
知
。
調
査
会
社

か
ら
「
第
三
者
か
ら
の
身
辺
調
査
の
依

頼
を
受
け
た
」
な
ど
と
い
う
内
容
。
抽

象
的
な
内
容
。
最
終
通
告
と
い
う
内
容
。

「
発
信
者
端
末
電
子
名
義
認
証
」
「
電

子
消
費
者
契
約
法
」
と
い
う
内
容
。

第
２
回
高
齢
者
学
級

90分間にわたり熱弁

された牧真由美防犯係長
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若
杉
ク
ラ
ブ
女
性
部
長

辻　

桂
子

　

7
月
26
日
（
水
）
、
令
和
5
年
度
県

老
連
筑
豊
地
区
高
齢
者
相
互
支
援
リ
ー

ダ
ー
（
以
下
相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
）
が
飯
塚
市
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
若
杉
ク
ラ
ブ
は
女
性
部
8

名
と
引
率
者
と
し
て
川
上
副
会
長
と
藤

事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
、
午
前
中
に
福
岡
県
庁
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
小
畑
主
任
主
事
の

福
岡
県
「
高
齢
者
の
福
祉
」
お
よ
び
県

老
連
事
務
局
の
田
久
保
活
動
推
進
員
か

ら
「
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
に
つ
い

て
」
の
説
明
」
を
聞
き
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
2
つ
の
ク
ラ
ブ
か
ら
相
互

支
援
活
動
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
相
互
支
援
活
動
の
説
明
と

事
例
発
表
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
に
つ
い
て　

　

講
師
の
田
久
保
活
動
推
進
員
の
支
援

活
動
に
対
す
る
熱
い
が
伝
わ
る
内
容
で
、

ま
た
、
作
成
さ
れ
た
資
料
も
解
り
易
く

記
載
さ
れ
て
初
め
て
参
加
し
た
人
も
良

く
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
相
互
支
援
活
動
は
「
顔
見
知
り
の

人
が
訪
問
に
来
て
く
れ
て
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
安

心
感
が
あ
る
。
こ
れ
は
老
人
ク
ラ
ブ
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
ば
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

●
再
認
識
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ　

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、

担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

［
健
康
寿
命
］

・
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、
自
立
し
た
生

活
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実

現
を
目
指
す
。

・
仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と
と
も
に
継

続
的
な
健
康
活
動
に
取
り
組
む
。

［
地
域
づ
く
り
］

・
他
世
代
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
安

全
、
安
心
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
。

・
元
気
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
、
活
力

を
生
か
す
場
づ
く
り
、
機
会
づ
く

り
を
広
げ
る
。

●
事
例
発
表
に
つ
い
て

　

田
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
た
ん

ぽ
ぽ
会
（
会
員
58
名
）
及
び
宮
若
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
上
大
隈
老
人
ク
ラ
ブ

光
明
学
院
大
学
（
会
員
数
62
名
）
の
事

例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
者
が
代

理
の
た
め
か
、
内
容
が
具
体
的
で
な
く
、

質
疑
応
答
も
盛
り
上
が
り
を
欠
き
ま
し

た
。
初
め
て
参
加
し
た
人
に
は
得
る
も

の
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

〇
参
加
し
て
の
感
想

　

閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
安
部

一
正
筑
豊
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
副
会
長

（
元
中
学
校
校
長
、
92
歳
）
の
内
容
は

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

～
例
会
開
催
に
想
う
こ
と
～

城
山
福
寿
会
会
長
Ｂ

大
藪　

澄
子

　

城
山
福
寿
会
は
、
毎
月
第
2
火
曜
日

が
例
会
の
日
で
す
。
会
を
始
め
る
時

は
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
そ

の
月
生
ま
れ
の
方
々
を
紹
介
し
全
員
で

（
次
頁
に
続
く
）

相
互
支
援
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介

地
区
ク
ラ
ブ
紹
介
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ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
い
ミ
ニ
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
す
。
そ
の
後
は
地

元
選
出
の
町
議
会
議
員
の
報
告
を
聞
い

た
り
、
外
部
の
演
奏
者
に
よ
る
演
奏
会

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
最
後
は

景
品
は
ず
れ
が
な
い
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

締
め
ま
す
。
若
杉
ク
ラ
ブ
行
事
に
も
積

極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
高
齢
者
学

級
の
参
加
は
も
と
よ
り
、
作
品
展
に
も

多
く
方
が
出
展
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
、
会
員
総
数
か
ら
み
る
と
ま
だ
ま
だ

足
り
な
い
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
シ
ニ
ア
世
代
は
体
が
自
由
に

動
か
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
特

に
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
世
帯
で
は
、

災
害
時
に
思
う
よ
う
に
伝
え
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
日
頃

か
ら
交
流
を
図
り
災
害
の
時
に
対
処
し

て
欲
し
い
こ
と
を
事
前
に
伝
え
て
お
く

こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
危
機
意
識

を
あ
お
っ
て
会
員
増
強
を
す
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
恰
好
の
交
流
の
場
と

し
て
城
山
福
寿
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
、
会
員
増
強
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
一
番
の

目
的
は
、
会
員
各
自
が
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
引
き
こ
も

ら
ず
、
楽
し
く
過
ご
せ
る
様
に
、
魅
力

あ
る
例
会
に
一
人
で
も
多
く
誘
い
出
す

事
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、

会
長
の
独
断
と
冒
険
心
も
必
要
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

～
花
卉
園
芸
部
へ
の
お
誘
い
～

花
卉
園
芸
部
部
長

城
山
福
寿
会　

樋
口　

京
子

　

花
卉
園
芸
部
で
は
「
植
物
が
、
花
が

大
好
き
」
と
い
う
同
好
の
者
十
名
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

城
山
区
在
住
の
深
浦
先
生
を
講
師
に
、

毎
回
季
節
の
花
に
つ
い
て
育
て
方
、
花

の
歴
史
等
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

た
勉
強
会
を
開
催
し
、
い
ろ
い
ろ
日
頃

疑
問
に
感
じ
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て

質
問
、
討
議
を
し
て
、
園
芸
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
イ
コ
ス
前
の
花
壇

の
手
入
れ
、
季
節
の
花
の
植
え
込
み
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
皆
様
に

や
す
ら
ぎ
を
感
じ
て
頂
け
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
9
月
に
開
催
さ
れ
る

「
若
杉
ク
ラ
ブ
会
員
の
集
い
」
に
は
、

花
卉
園
芸
部
の
会
員
が
作
製
し
た
「
寄

せ
植
え
」
を
展
示
し
て
皆
様
に
見
て
頂

い
て
い
ま
す
。
ま
た
粕
屋
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
お
正
月
用
の

寄
せ
植
え
、
春
三
月
に
は
春
の
寄
せ
植

え
の
講
習
会
も
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
植
物
園
等
へ
の
日
帰
り
研
修
旅

行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

　

今
秋
11
月
に
は
若
松
響
灘
緑
地
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
へ
の
研
修
旅
行
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
園
芸
部
に
興
味
の
あ
る

方
の
ご
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
ご
一
報

下
さ
い
。

（
次
頁
に
続
く
）

アイランドシティ植物園体験学習

施設「グリングリン」にて

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
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園
芸
に
興
味
が
あ
る
方
、
花
が
大
好
き

な
方
、
ぜ
ひ
花
卉
園
芸
部
で
ご
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
。

　

毎
月
第
3
土
曜
日
、
オ
イ
コ
ス
前
に

9
時
半
集
合
、
そ
の
後
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー

ル
2
階
研
修
室
で
勉
強
会
を
し
て
い
ま

す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

乙
植
木
楽
し
み
会　

草
場　

フ
ミ
子

　

時
代
は
人
間
社
会
の
ざ
わ
め
き
と
関

係
な
く
刻
々
と
変
わ
っ
て
お
り
、
戦
後

の
昭
和
21
年
生
ま
れ
の
私
も
8
月
に
は

喜
寿
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
私
の
人
生
に
は
た
く
さ

ん
の
荒
波
を
乗
り
越
え
、
生
き
永
ら
え

て
こ
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
べ
き
で
す
が
、

母
が
77
歳
で
旅
立
ち
深
い
悲
し
み
の
方

が
強
く
、
私
に
と
っ
て
77
歳
は
厄
年
の

様
な
節
目
・
転
機
と
も
い
え
る
年
で
す
。

母
の
年
齢
ま
で
は
何
と
か
生
き
よ
う
と

心
に
刻
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

あ
る
時
、
母
の
遺
品
整
理
を
し
て
い

た
折
、
何
枚
か
あ
る
農
作
業
の
も
ん
ぺ

の
中
に
ツ
ギ
ハ
ギ
の
も
ん
ぺ
が
あ
り
、

捨
て
き
れ
ず
に
辛
い
昔
の
思
い
出
の
品

と
し
て
箪
笥
に
し
ま
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
母
を
含
め
大
正
・
昭
和
・
平

成
と
三
代
に
生
き
、
戦
争
体
験
の
人
し

か
分
か
ら
な
い
当
時
の
物
の
無
い
暮
ら

し
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
事
で
し
ょ

う
！
今
思
え
ば
小
学
校
の
給
食
で
は
脱

脂
粉
乳
に
コ
ッ
ペ
パ
ン
で
何
時
の
頃
か

ら
か
牛
乳
に
変
わ
っ
て
行
っ
た
よ
う
な

き
が
し
ま
す
。

　

終
活
の
今
、
身
の
回
り
の
持
ち
物
整

理
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
、
子
ど

も
や
孫
た
ち
に
何
を
残
せ
る
か
、
ま
た

何
を
伝
え
る
か
思
い
悩
み
ま
す
。

［
人
生
は
70
歳
よ
り　

白
水
館
資
料
］

※
70
歳
に
て
お
迎
え
の
あ
る
時
は

　

「
今
留
守
と
言
へ
」

※
80
歳
に
て
お
迎
え
あ
る
時
は

　

「
ま
だ
ま
だ
早
い
と
言
へ
」

※
90
歳
に
て
お
迎
え
あ
る
時
は

　

「
そ
う
急
が
ず
と
も
よ
い
と
言
へ
」

※
100
歳
に
て
お
迎
え
あ
る
時
は

　

「
ま
だ
ま
だ
一
休
み
一
休
み
時
期
を

見
て
こ
ち
ら
か
ら
ボ
ツ
ボ
ツ
行
く

と
言
へ
」

こ
れ
は
私
の
好
き
な
希
望
の
文
句
で
す
。

そ
の
時
に
は
天
を
仰
い
で
望
み
、
今
は

元
気
に
笑
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
で
、

「
人
生
い
ろ
い
ろ　

く
よ
く
よ
考
え
て

も
ど
う
に
も
な
ら
ん　

何
と
か
な
る
さ

で
生
き
て
い
こ
う
」
。

　

今
、
楽
し
み
会
の
幹
事
と
し
て
30
年

前
の
ワ
ー
プ
ロ
を
使
い
、
毎
月
の
行
事

予
定
を
作
成
し
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
ク
イ
ズ
や

頭
の
体
操
を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。 

　

最
近
、
友
人
夫
婦
と
私
ど
も
夫
婦
4

人
で
気
楽
な
珍
道
中
を
し
て
お
り
、
今

回
は
日
本
三
大
霊
場
の
恐
山
か
ら
始
ま

り
、
大
間
よ
り
太
宰
治
記
念
館
と
津
軽

三
味
線
生
演
奏
や
五
所
川
原
の
佞
武

（
次
頁
に
続
く
）

人
生
い
ろ
い
ろ
何
と
か
な
る
さ

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

会

員

の

ひ

ろ

ば

福岡県粕屋郡宇美町神武原
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多
館
・
津
軽
海
峡
冬
景
色
記
念
碑
の
龍

飛
岬
。
奥
入
瀬
等
の
み
ち
の
く
青
森
の

旅
を
し
ま
し
た
。
夫
婦
の
旅
を
宝
物
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
の
名
所
旧
跡

を
辿
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
原
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

原
野　

武
広

　

5
月
27
日
（
土
）
、
午
後
1
時
か
ら

博
多
中
央
埠
頭
よ
り
、
海
上
自
衛
隊
の

輸
送
艦
「
し
も
き
た
」
に
乗
艦
し
て
博

多
湾
沖
の
玄
海
島
を
左
側
に
見
な
が
ら

玄
海
島
よ
り
約
30
分
位
の
海
域
で
の
式

典
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
と
は
名
ば
か
り
で
、
中
身
は
自

衛
艦
の
体
験
航
海
で
す
。
慰
霊
祭
式
典

は
海
将
補
の
司
令
官
の
代
表
式
辞
に
続

き
、
供
物
の
投
下
及
び
礼
砲
・
汽
笛
の

吹
功
で
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

輸
送
艦
「
し
も
き
た
」
は
神
奈
川
県

の
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
基
地
所
属
の
輸

送
艦
で
、
基
準
排
水
量
８
９
０
０
ト
ン
、

全
長
１
７
８
メ
ー
ト
ル
、
ド
ッ
ク
式
格

納
庫
が
あ
り
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
（
エ
ル
キ
ャ
ッ

ク
）
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｃ
と
は
、
全
長
２
６
・
８

メ
ー
ト
ル
、
全
幅
１
４
・
３
メ
ー
ト
ル
、

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
エ
ン
ジ
ン
4
機
の
ホ
ー

バ
ー
ク
ラ
フ
ト
式
の
揚
陸
艇
。
艇
の
底

に
あ
る
ラ
バ
ー
製
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
空

気
を
送
り
、
圧
縮
し
て
海
面
に
吹
き
付

け
る
こ
と
で
艇
体
を
海
面
よ
り
浮
か
せ
、

最
大
７
５
ト
ン
の
荷
物
を
時
速
40
ノ
ッ

ト
（
７
４
・
８
キ
ロ
）
で
水
上
で
も
陸

上
で
も
走
行
で
き
ま
す
。

　

「
し
も
き
た
」
の
甲
板
後
部
に
は
陸

上
自
衛
隊
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ａ
Ｈ

６
４
Ｄ
ア
パ
ッ
チ
ロ
ン
グ
ボ
ウ
（
世
界

最
強
の
戦
闘
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
艦
に
し
て
も
戦
闘

ヘ
リ
に
し
て
も
間
近
に
見
る
と
凄
い
迫

力
を
感
じ
る
も
の
で
す
。

　

終
り
に
、
こ
の
様
な
装
備
を
動
か
し

て
、
24
時
間
365
日
、
国
民
の
安
心
を
守

り
続
け
る
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
！

「
お
疲
れ
様
、
そ
し
て
有
難
う
」

　

城
山
福
寿
会　

Ｔ
Ｓ
生

　

人
生
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
「
人
生

は
旅
で
あ
る
」
と
思
う
。
苦
楽
に
も
運

不
運
に
も
出
会
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
来

た
数
々
の
事
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま

す
。
し
か
し
最
後
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

が
言
う
よ
う
に
「
終
わ
り
良
け
れ
ば
全

て
良
い
」
人
生
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

子
や
孫
に
今
迄
の
危
機
の
乗
り
切
り

方
を
聞
か
れ
る
と
「
人
生
は
筋
書
き
の

無
い
ド
ラ
マ
を
演
じ
て
い
る
よ
う
な
も

の
」
で
起
・
承
・
転
・
結
の
時
期
の
中

で
危
機
は
転
の
時
で
あ
る
と
し
て
受
け

止
め
て
、
命
が
け
で
乗
り
越
え
良
い
結

に
し
て
来
た
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
負
け
そ
う
な
気
持
の
時
は
、
女

子
五
輪
マ
ラ
ソ
ン
で
有
森
裕
子
選
手
が

銀
と
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
時
に
「
メ

ダ
ル
の
色
は
違
っ
て
も
自
分
を
褒
め
て

あ
げ
た
い
」
の
言
葉
が
好
き
で
、
い
つ

も
私
は
自
己
暗
示
に
か
け
て
自
分
を
好

き
に
な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
力
で
乗
り
越
え
ら
れ

（
次
頁
に
続
く
）

第
百
十
八
回
日
本
海
海
戦

慰
霊
祭
に
参
加
し
て

山
バ
カ
男
の
独
り
言
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な
い
よ
う
な
時
は
、
自
分
の
心
の
中
の

も
う
一
人
に
相
談
し
て
力
を
借
り
て
対

処
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
会
社
の
危

機
や
、
胃
癌
で
三
分
の
二
を
切
除
す
る

体
の
危
機
を
も
克
服
し
て
無
事
に
老
後

を
、
自
然
豊
で
人
情
の
厚
い
須
恵
町
に

感
謝
し
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

31
歳
で
電
気
工
事
会
社
を
設
立
し
て
、

サ
ン
ザ
ン
苦
労
し
て
福
岡
県
Ａ
級
工
事

店
に
な
り
ま
し
た
。
い
く
ら
努
力
し
て

も
事
業
が
成
功
す
る
の
は
「
運
」
九
割

だ
と
思
う
。
松
下
幸
之
助
氏
も
言
っ
て

い
る
。
明
る
く
熱
意
を
も
っ
て
や
る
べ

き
事
を
頑
張
れ
ば
助
け
て
く
れ
る
人
た

ち
に
助
け
ら
れ
た
の
で
す
。

　

私
の
趣
味
は
登
山
で
す
。
子
や
孫

達
の
登
山
ガ
イ
ド
を
続
け
て
き
た
の

で
、
子
ど
も
三
家
族
は
み
な
山
友
達
で

す
。
盆
正
月
に
は
13
人
全
員
が
集
ま
り

ま
す
。
孫
た
ち
か
ら
私
達
夫
婦
の
仲
良

し
の
秘
訣
を
聞
か
れ
た
ら
「
も
う
二
人

は
、
男
女
関
係
は
な
く
生
き
て
行
く
為

の
戦
友
だ
と
言
っ
て
い
る
。
」
し
か
し
、

固
い
説
教
は
苦
手
で
、
い
つ
も
ユ
ー
モ

ア
ば
か
り
言
う
。
小
さ
い
子
に
は
「
浦

島
太
郎
は
玉
手
箱
を
開
け
る
と
ナ
ゼ
お

じ
い
さ
ん
に
な
る
？
」
変
な
顔
を
す
る

と
「
答
え
は
男
だ
か
ら
」
と
か
ら
か
う
。

　

こ
の
年
に
な
る
と
人
に
迷
惑
が
か
か

ら
な
い
限
り
、
好
き
な
よ
う
に
い
い
加

減
に
生
き
て
い
ま
す
。
が
、
今
年
86
才

の
組
長
に
な
っ
た
の
で
、
今
年
だ
け
は

真
面
目
に
し
て
い
ま
し
ょ
う
！

　

蛇
足
な
が
ら
「
幸
せ
は
自
分
の
心
で

決
め
る
」
（
相
田
み
つ
お
）
が
私
の
人

生
訓
で
す
。

医
療
法
人　

須
恵
中
央
眼
科

原
田　

宗
明　

院
長

～
高
齢
者
の
目
の
病
気
に
つ
い
て
～

　

現
代
で
は
高
齢
者
の
方
で
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
れ
る
方

も
増
え
て
き
て
、
歳
を
取
っ
て
も
よ
り

良
い
視
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要

性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
の
方
に
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
た
い
代
表
的
な
目
の
病
気

に
つ
い
て
、
症
状
や
治
療
法
に
つ
い
て

述
べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
歳
を
と
る
と
必
ず
出
て
く

る
と
言
っ
て
い
い
「
白
内
障
」
に
つ
い

て
、
お
話
し
し
ま
す
。

　

白
内
障
は
水
晶
体
が
老
化
の
た
め
に

濁
っ
て
く
る
病
気
で
す
。
進
行
す
る
と

視
力
が
低
下
し
た
り
し
ま
す
が
、
初
期

の
段
階
で
も
目
の
疲
れ
や
ま
ぶ
し
さ
の

原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
進
行
し
た

例
で
は
手
術
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
今
で
は
目
薬
に
よ
る
麻
酔
で
、
ほ

と
ん
ど
痛
み
も
な
く
、
治
療
で
き
ま
す
。

症
例
に
も
よ
り
ま
す
が
、
手
術
時
間
は

15
分
程
度
で
、
非
常
に
安
全
な
手
術
で

す
。
で
す
か
ら
目
の
手
術
と
い
っ
て
も

怖
が
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
院
で

は
術
後
の
快
適
な
生
活
の
た
め
に
、
患

者
さ
ん
一
人
一
人
の
生
活
様
式
や
趣
味

（
次
頁
に
続
く
）

医
療
施
設
等
紹
介

現在地に移転しリニューアルした

最新医療設備で診察する原田宗明

院長

月 火 水 木 金 土

● ● ● ● ● ★

● ● ● ●

診療時間

9：00～12：30

14：00～18：00

☎　４１０－２２２０

お問い合わせは診療時間内にお願い致します

★…9：00～13：00まで ※受付終了は30分前です

日曜日・祝日休診日

粕屋郡須恵町大字旅石５８－３
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に
合
わ
せ
、
手
術
前
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
十
分
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
は
最
近
増
え
て
き
て
い
る
「
加
齢

黄
斑
変
性
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

こ
の
病
気
は
、
目
の
底
に
あ
る
網
膜
と

い
う
と
こ
ろ
の
中
心
で
あ
る
黄
斑
部
と

い
う
と
こ
ろ
に
、
弱
い
血
管
が
で
き
て
、

出
血
を
起
こ
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

進
行
す
る
と
ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
、

も
の
が
歪
ん
で
見
え
た
り
、
中
心
が
暗

く
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
は
い

い
お
薬
が
で
き
て
、
早
期
発
見
す
れ
ば
、

治
療
成
績
が
か
な
り
よ
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

次
は
、
「
緑
内
障
」
で
す
。
こ
の
病

気
は
視
神
経
が
徐
々
に
障
害
さ
れ
、
見

え
る
範
囲
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
っ
て
い

く
病
気
で
す
。
最
初
は
ほ
と
ん
ど
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
遅
れ
に
な

る
と
、
失
明
す
る
恐
れ
も
あ
る
怖
い
病

気
で
す
。
慢
性
に
経
過
す
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
急
性
の
も
の
も
あ
り
、

す
ぐ
に
適
切
な
処
置
を
し
な
い
と
、
短

時
間
で
失
明
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
病
気
に
注
意
す
れ
ば
、

一
生
、
良
好
な
「
見
え
方
」
を
維
持
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

眼
科
を
一
度
受
診
さ
れ
、
自
分
の
目
の

状
態
を
き
ち
ん
と
把
握
さ
れ
る
こ
と
を

お
薦
め
し
ま
す
。

　

私
が
こ
の
須
恵
町
に
２
０
０
０
年
４

月
に
開
業
し
て
、
早
い
も
の
で
23
年
が

経
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
２
０
２
２
年
１

月
に
は
現
在
の
地
に
移
転
し
、
１
年
以

上
が
経
ち
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
様
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
診
療
所

と
し
て
、
院
長
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

目
の
こ
と
で
何
か
ご
不
安
が
あ
れ
ば
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　

今
年
の
夏
は
、
日
本
を
含
め
、
世
界

各
地
で
災
害
級
の
猛
暑
や
集
中
豪
雨
が

多
発
す
る
「
異
常
気
象
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
異
常
気
象
の
要
因
の
一
つ
は

「
地
球
温
暖
化
」
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

地
球
温
暖
化
と
は
何
か
？
そ
れ
を
防
ぐ

た
め
に
私
た
ち
が
身
近
に
で
き
る
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
、
地
球
温
暖
化
で
す
が
、
地
球

の
表
面
は
大
気
に
覆
わ
れ
、
そ
の
中
に

は
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
な
ど
の
「
温

室
効
果
ガ
ス
」
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ガ
ス
が
あ
る
こ
と
で
私
た
ち
が
生
活

し
や
す
い
温
度
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
産
業
革
命
（
18
世
紀
半
ば
か

ら
19
世
紀
に
か
け
て
起
こ
っ
た
一
連
の

産
業
の
革
命
と
石
炭
利
用
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
）
以
降
、
人
類
は
石
炭
や

石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
や
し
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
よ
う
に
な
り
、
経
済

成
長
と
共
に
二
酸
化
炭
素
が
急
増
。
温

室
効
果
ガ
ス
が
増
え
過
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
地
球
の
温
度
を
う
ま
く
調
節

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
近
年
、

異
常
と
い
え
る
気
象
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
私

た
ち
が
日
常
の
生
活
な
ど
で
で
き
る
事

は
、
節
電
、
節
水
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、

マ
イ
カ
ー
の
利
用
抑
制
な
ど
の
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
の
世
代
（
孫
、
ひ
孫
）
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
た
い
も
の
で
す
。  

 
 
 
 
 
 

（
藤
）

編
　
集
　
後
　
記

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

旭
ヶ
丘　

森　

田　

ケ
イ
子　

様　

85
歳

令
和
5
年
4
月
27
日

旭
ヶ
丘　

棚　

町　

正　

利　

様　

85
歳

令
和
5
年
5
月
28
日

乙
植
木　

稲　

永　

正　

治　

様　

86
歳

令
和
5
年
6
月
15
日

会　

員　

訃　

報

須　

恵　

久
下
本　
　
　

覚　

様　

98
歳

令
和
5
年
6
月
15
日

乙
植
木　

稲　

永　

ト
シ
ノ　

様　

86
歳

令
和
5
年
7
月
10
日

甲
植
木　

櫻　

井　

弘　

子　

様　

80
歳

令
和
5
年
7
月
27
日

広
報
紙　

老
倶
た
よ
り　

第
二
百
八
十
七
号

発
行
日　

令
和
五
年
九
月
五
日

発
行
所　

須
恵
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　

須
恵
町
上
須
恵
一
一
六
七
―
三

　
　
　
　

須
恵
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　
　

℡
○
九
二
（
九
三
三
）
二
一
六
○

発
行
人　

合
屋　

浩
寿

編　

集　

広
報
部　

印
刷
所　

大
道
印
刷
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開会挨拶をする因郡シ連会長

と整列する幹部の皆さん（郡シ

連ＧＧ大会）

参加者と挨拶を交わす

受付担当の女性部の皆さん

（第2回高齢者学級）

選手リーダー合屋吉広さんの

競技前の声掛け（郡シ連ＧＧ大

会）

アザレア大ホールの客席

2階の参加者

（第2回高齢者学級）

表彰式で団体戦準優勝の賞金

を受賞する合屋吉広さん（郡シ

連ＧＧ大会）

ニセ電話詐欺の実際の

音声データの学習

（第2回高齢者学級）

佐
谷
建
正
会

小
林　

栄
子　

さ
ん　

88
歳

［
米
寿
を
迎
え
て
］

　

4
月
5
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
若

杉
ク
ラ
ブ
総
会
で
米
寿
の
お
祝
を
し
て

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
31
年
、
20
歳
で
主
人
と
結
婚
し

ま
し
た
。
宇
美
町
障
子
岳
か
ら
小
林
家

に
嫁
い
で
き
た
時
は
、
祖
母
・
父
母
・

弟
妹
、
私
た
ち
夫
婦
の
9
人
家
族
で
し

た
。
毎
朝
4
時
に
起
き
、
ご
飯
を
釜
で

焚
き
、
朝
食
の
準
備
と
6
人
の
弁
当
を

作
り
ま
し
た
。
皆
が
勤
め
に
出
た
後
で

朝
食
を
済
ま
せ
、
そ
の
後
は
、
朝
か
ら

日
暮
れ
ま
で
農
作
業
を
す
る
生
活
で
し

た
。
当
時
の
農
作
業
は
全
部
手
作
業
で

大
変
で
し
た
。

　

須
恵
町
を
襲
っ
た
48
年
の
大
水
害
で
、

田
畑
全
部
が
大
量
の
泥
水
や
流
木
、
大

き
な
石
で
埋
ま
り
、
家
と
納
屋
も
被
害

を
受
け
農
業
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

49
年
か
ら
浄
水
場
に
勤
め
ま
し
た
。
50

年
に
は
崩
れ
か
け
た
山
を
全
部
壊
し
て

家
を
建
て
、
田
畑
も
国
と
町
に
よ
っ
て

区
画
整
理
さ
れ
農
業
も
機
械
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

26
年
に
若
杉
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
ま
し

た
。
入
会
し
た
頃
は
、
元
気
で
楽
し
く
、

そ
し
て
率
先
し
て
何
事
に
も
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近
は
、
忘

れ
物
を
し
た
り
出
来
な
い
こ
と
が
増
え

て
き
た
よ
う
で
す
。

　

米
寿
を
迎
え
、
私
の
人
生
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
山
あ
り
谷
あ
り
で

楽
し
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
常
に
前
向
き
に
生
き
て
き
た

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
。
今
は
、
娘
夫

婦
、
孫
3
人
、
ひ
孫
5
人
に
恵
ま
れ
て

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ

ま
で
も
元
気
で
ひ
孫
の
成
長
を
見
守
っ

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

畑
で
自
家
用
の
野
菜
を
無
農
薬
で
育
て

る
の
が
私
の
楽
し
い
日
課
で
す
。

スナップでみる活動のあれこれ（郡シ連ＧＧ大会・第2回高齢者学級）


